
お ば な ざ わ

毎年t夏休みに開催しているサマニヤングボラン

テイアスク.Tル。今年はGratitudeさ んにこ協力を

頂き、東光館の障がしヽ者等駐車場のブルーペイント

に挑戦しました !

この体験を通して 【バリアフリニつて何 ?】 【誰

もが安心して暮らせるために自分にできることうて

?】 などたくさんの気付きと考えを皆で共有しまし

た。     |

令和 2年 3月 31日 発行

編集発行

尾花沢市社会福祉協議会

尾花沢市ボランティア連絡協議会

東 光 館 内 ●22-1092

みんな初めての体験にドキドキわくわく!苦戦しながらも皆で力

を合わせて完成しました。お昼はボラ|ンティア連協特製の美味しい

カレーとスイカで笑顔も会話も弾みました !

岬 滞

・ E・



一 一 ― ― ―ボランティアだよリ 
ー

  ・ζ饂 ■
属 由鍮白輌 財 茸ポ

市ボランティア連絡協議会では、会員対象としたボラン ::

ティアスクールを 【矢0的障がい疑似体験&歌を歌おう1と ::

【議会傍聴】の2回開催しました。花笠ほ一ぶ隊員による ::

疑似体験は実際に体験することでより理解が深まり、伝え ::

支
え
あ
い
の
地
域
の

輪
を
広
げ
て

尾
花
沢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

会

長
　
加
　
藤
　
朋
　
子

日
本
三
大
豪
雨
地
域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
尾
花
沢
も
、
今
年
は
ほ
と
ん
ど
雪
の

無
い
暖
か
い
冬
を
過
こ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「何
時
も
こ
ん
な
冬
な
ら
、
「お
ば

ね
」
は
住
み
や
す
く
人
は
い
な
く
な
ら
な
い
。
」
等
の
言
葉
を
多
く
耳
に
し
ま
し
た
。

若
者
の
地
元
離
れ
、
核
家
族
化
な
ど
で
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
□
減
少
が
続
き
、

支
え
る
側
が
減
り
、
支
え
ら
れ
る
側
が
増
え
、
高
齢
に
な

っ
て

一
人
暮
ら
し
、
親

の
介
護
問
題
、
子
育
て
等
、
多
く
の
面
で
地
域
か
ら
の
孤
立
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
自
治
体
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
現
状
の
中
で
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
地
域
で
助
け
合
う

「共
助
」

の
力
で
す
。
地
域
住
民
が
優
し
い
言
葉
を
か
け
あ
い
、
誰
も
が
活
き
活
き
と
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

１０
年
後
、

２０
年
後
を
見
据
え

て
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
支
え
あ
い
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

私
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
社

会
と
関
わ
る
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
懸
け
橋
と
な
り
、
人
と
の
結
び
つ
き
を
構
築

し
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
大
変
な
年
度
末
と
な
り
ま
し
た
が
、

少
し
で
も
早
く
終
息
な
り
ま
す
こ
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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旅嘉r休
を
■.たんぼぼ会

私達、たんぽぽ会は、障がいを持つ子供の幸せと自立を願い、発足して26年が経ちました、発

足当初は会員の情報交換と親睦を図る事、障がい者の働く場所を作るのが、目的でした。

多くの皆様のこ苦労とこ支援でNPO法 人はながさが出来、支援団体としてボランティア活動

をしています。身近な活動として、作業の手伝い、施設内の掃除、食事提供。また、ダンスの柴

田敦子先生の指導で音楽に合わせて体を動かした活動は、大変喜んで頂きました。

会員の研修として、就労支援センター、グループホームの視察では、お一人お一人に違いがあ

り、その方にあったサポー トが必要だと改めて気配りの大切さを痛感してきました。

これからも、自分らしい生活実現を目指す障がい者を支援するボランティア団体として、支え

合いながら、あつたかい心のボランティア活動を続けて参ります。

(山 □ 智子 )
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ボランティア活動中の事故によリケガをされた場合や、事故により他人に

ケガをさせたり、他人の物を壊してしまつた場合に備えて、ボランティア保

険があります。様々な活動スタイルに合わせたプランもこざいますので、詳

しくは社会福祉協議会 (lL22-1092)ま でお問合せください。

●基本プラン 350円

●天災 。地震補償プラン 500円
この他、ボランティア行事用保険もこざいます。
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ために…
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思
い
や
電
の
題
を
冑
て
よ
う
！

７
月
４
日
に
福
原
中
学
校
３
年
生
が
、
ほ
っ
と
ら

い
ふ
の
鈴
木
俊
仁
さ
ん
と

一
緒
に
福
祉
体
験

（高
齢

者
疑
似
体
験

・
車
イ
ス
体
験
）
を
行
い
ま
し
た
。

皆
で
心
の
パ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
ま
し
よ
う
―

ボランテ ィアだよ り
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